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「夏休みの勉強!!」 
教務部長 山崎潤先生 

  もうすぐ約一か月の長い夏休みが始まりますが、この夏休みをどのように過ごすのか皆さんは計画していま

すか？家族や友人と旅行など気晴らしももちろん大切な時間なのでいいでしょう。ただ、遊びばかりの夏休み

ではいけませんね？それは恐らく小学校の時から言われていると思いますが、高校生になった今でも言われる

ような過ごし方をしていませんか？ 

夏休み明けは欠席や遅刻が多くなりがちなので、生活のリズムを崩すことがないように過ごしてほしいと思

います。そして過ごし方として大事なのが進路に向けての毎日の学習です。各教科から夏休みの課題が与え

られると思います。その課題とは別に卒業後に向けてやるべきことがたくさんあるはずです。 

１年生はまだ高校卒業は先のことだと感じていると思います。まずはじっくりと、この休み期間に保護者の方

と卒業後について話をしてみてください。もうすでに考えている人はそこに向けて何ができるのか早すぎるとい

うことはありません。すぐ実行に移りましょう。何をしたらいいのかわからない場合は担任の先生や進路指導の

先生にアドバイスをもらいましょう。 

２年生はそろそろ卒業後のことを考えていると思います。まだで 

あれば、保護者とこの夏休み中に話し合ってみましょう。 

３年生はもう決めていますよね？ 

どのような進路にしても成績はよい方がいい。であればこの夏休み勉強しませんか？夏休み明けにはすぐ

前期期末考査が行われます。少しでも成績を上げませんか？自分のために少し本気になりませんか？頑張れ

るときはそう何度も訪れません。このまま何となく毎日を過ごすことはやめませんか？ 

東豊高校はがんばる生徒を応援します。 

 
「学校祭」                 生徒会長 ３年１組 浅野柊也くん 

 今年の学校祭の結果は、大成功でした。 

 僕は３年生ということもありますが、この学校祭に特別な思いを持って力を入れました。その理

由は、１・２年生の時にあまり全力でできていなかったからです。今年はとにかく全校生徒が必死

になって準備をして、当日はみんなで楽しむ学校祭にしたかったのです。  

 このような学校祭にするために、生徒議会を月に１回のペースで行いました。クラスの代表生徒

たちとコミュニケーションをとることにより、私たち生徒会執行部の考え方を理解してもらおうと

思いました。結果的に、少しでも早く準備に取り組んだクラスが見られたことはうれしく思いまし

た。 

 今年から初めて行った企画がありました。それは TSA(東豊 

ステージアワード)です。クラスでのステージ発表、カラオケ 

大会、オープニング時のテーマ曲のバンド演奏など、ステージ  

を盛り上げることに力を入れました。 

 自分たちはあと２か月で生徒会の任期を終えますが、今まで  

の反省を行い、改善できるところは改善しようと思います。後  

輩たちに後を託せるよう、最後まで頑張りたいと思います。         (学校祭直後の３学年集合写真) 

 先生方、生徒の皆さん、本当にありがとうございました。  

 

 

５月８日 野球部 春季支部大会  

対札幌藻岩戦 

 

紺青の空より 



 

「決勝の３ランホームランと全校応援」     野球部 ３年２組 中村真貴くん 

 初戦の北広島高校との試合は延長戦になりました。延長 10 回表の先頭打者は自分でした。「何と

かして点数を取りたい」「絶対に打てる」という強い気持ちを持って打席に入りました。打った時は

レフトフライかなと思いました。しかし、打球は風でどんどん伸びていきました。打球がスタンド

に入ったときは喜びが爆発しました。でも、あとで冷静に振り返ってみると、スタンドの声援も打

球を後押ししてくれたことに気づきました。全校応援あってのホームランだと思いました。  

 自分にとっては初めての全校応援でした。緊張もあり 

ましたが、すごく楽しかったです。２回の全校応援や休  

日の自主応援など、先生方や生徒の皆さん、本当にあり 

がとうございました。感謝の気持ちしかありません。 

 連合チームでは、今シーズン４勝することができまし 

た。公式戦で勝つ喜びを経験することができたのは、と  

ても大きいと思います。今回学んだことを、今後に生か  

していきたいと思います。   (延長 10回表、打席に立つ中村選手と声援を送る全校生徒) (写真は良本斉教諭と写真部) 

 

「ファインプレーと全校応援」         野球部 ３年２組 田中悠斗くん 

 初戦の北広島高校との試合、９回裏５対５、二死１塁の場面でライトに入り途中出場しました。  

 延長 10 回表の連合チームの攻撃は、先頭の中村真貴くんが３ランホームランを打ち、８対５と

勝ち越しました。その裏、１点を返され８対６となりました。あと一つアウトを取れば勝ちという

場面が来ました。その時、心の中で「自分のところに打球が飛んできてミスをしたら、…」と思っ

ていました。次の瞬間、ライトに打球が来ました。「ここで捕らないと、…」と思い、必死に打球を

追い、グラブを伸ばしました。グラブの中を見ると、ボールがしっかり入っていたのを確認しまし

た。全校応援の大歓声が聞こえ、僕はその時、感動して涙を流しました。初めて夏の大会で勝てた

こと、もう一度このメンバーで試合ができることなど、いろいろな感情が爆発しました。  

 最後に連合チームで学んだことを伝えます。 

連合チームでは、会ったときにできるだけコミ 

ュニケーションをとることを大切にしました。 

何事にも全力でやること、最後まであきらめな 

いこと、感謝や礼儀を大切にすること、責任感 

を持つことなどを意識して取り組みました。こ 

の経験を大事にして生きていきたいと思います。 

             (延長 10回裏、勝利の瞬間を待ち望む全校生徒) (写真は良本斉教諭と写真部) 

 

【編集後記】 

  まもなく夏休みに突入です。この期間に心身ともにリフレッシュしてくださいね。 

  さて、今回は夏休み前に頑張ったこと(学校祭と全校応援)を取り上げました。特に全校応援の試合後、野球部

の保護者から、「全校応援ありがとう。そして素晴らしい経験をさせてもらいました」と感謝の気持ちが寄せられた

ことが印象に残りました。 

また、これらの頑張ったことを自信にして、さらに成長してほしいと思い、山崎潤先生の協力を得て、学習に関す

るメッセージを載せました。どうかこれらを参考にして実践してくださいね。 

それぞれが体調に気をつけ、充実した有意義な夏休みを送ることを望みます。[青] 
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